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85　　満洲旗人の言語生活　　竹越
東
洋
文
化
講
座
・
シ
リ
ー
ズ
「
東
ア
ジ
ア
諸
言
語
の
歴
史
と
伝
播
」
講
演
録
第
九
三
回　
東
洋
文
化
講
座
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
）
満
洲
旗
人
の
言
語
生
活
―
清
代
の
満
洲
語
学
習
書
か
ら
―
竹　
越　
　
　
孝
は
じ
め
に
私
の
専
攻
は
中
国
語
学
で
、
主
に
中
国
語
の
文
法
史
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
元
・
明
・
清
の
時
代
に
お
け
る
北
京
を
中
心
と
し
た
北
方
方
言
、
そ
れ
は
今
の
共
通
語
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
方
言
の
変
遷
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
特
に
関
心
が
あ
る
の
は
、
中
国
の
北
を
取
り
囲
む
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
チ
ュ
ル
ク
系
・
モ
ン
ゴ
ル
系
・
ツ
ン
グ
ー
ス
系
、
い
わ
ゆ
る
ア
ル
タ
イ
諸
語
と
言
わ
れ
る
も
の
と
中
国
語
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
接
触
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
語
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
蒙
っ
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
で
す
。
こ
の
分
野
に
関
し
て
は
、
神
戸
外
大
に
お
ら
れ
た
太
田
辰
夫
先
生
が
一
九
五
〇
年
代
に
「
漢
児
言
語
」
説
と
い
う
斬
新
な
提
案
を
さ
れ
、
ま
た
橋
本
萬
太
郎
先
生
も
そ
れ
に
関
連
し
て
「
言
語
類
型
地
理
論
」
と
い
う
興
味
深
い
学
説
を
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
先
達
の
業
績
に
導
か
れ
な
が
ら
、
日
々
考
え
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
元
・
明
・
清
の
北
方
方
言
を
考
察
す
る
上
で
私
が
主
に
使
用
す
る
の
は
、
元
明
代
の
モ
ン
ゴ
ル
語
文
献
、
明
清
代
の
朝
鮮
語
文
献
、
そ
し
て
清
代
の
満
洲
語
文
献
で
す
。
私
は
歴
史
の
専
門
家
で
も
満
洲
語
学
の
専
門
家
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
中
国
語
学
が
ベ
ー
ス
で
す
の
で
、
特
に
歴
史
方
面
の
話
は
甚
だ
自
信
が
な
く
、
今
回
は
む
し
ろ
専
門
家
の
方
々
に
教
え
を
乞
い
た
い
と
思
っ
て
参
り
ま
し
た
。
私
の
近
年
の
関
心
は
、
満
洲
語
と
中
国
語
の
対
訳
文
献
の
中
に
反
映
し
た
清
代
の
北
京
語
が
時
代
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
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一　
満
洲
旗
人
と
満
洲
語
・
中
国
語
　
一
・
一　
北
京
入
城
後
の
状
況
ま
ず
、
満
洲
旗
人
と
満
洲
語
・
中
国
語
の
関
わ
り
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
満
洲
旗
人
」
と
い
う
も
の
の
定
義
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
満
洲
八
旗
に
属
し
て
い
る
か
ら
す
べ
て
満
洲
族
な
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
ご
く
大
ま
か
に
、
北
京
の
内
城
に
住
ん
で
い
て
、
も
と
も
と
満
洲
語
を
母
語
と
し
て
い
た
人
達
と
考
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
北
京
と
い
う
都
市
は
か
つ
て
城
壁
に
よ
っ
て
内
城
と
外
城
が
き
っ
ち
り
と
仕
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
六
四
四
年
、
満
洲
族
が
山
海
関
を
越
え
て
北
京
に
入
城
す
る
と
、
そ
の
翌
年
か
ら
内
城
の
区
画
ご
と
に
、
ど
う
い
っ
た
身
分
の
人
が
ど
こ
に
住
む
か
と
い
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
北
京
の
中
心
に
位
置
す
る
紫
禁
城
（
今
の
故
宮
博
物
院
）
を
取
り
囲
む
よ
う
に
居
住
し
た
の
が
満
洲
八
旗
で
、
蒙
古
八
旗
と
漢
軍
八
旗
が
そ
の
外
側
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
八
旗
の
人
以
外
が
北
京
の
内
城
に
住
む
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
満
洲
族
と
漢
族
と
は
次
第
に
雑
居
状
態
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
大
き
か
っ
た
の
は
、
城
内
の
旗
人
と
城
外
の
民
間
人
の
間
で
当
初
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
不
動
産
売
買
が
次
第
に
有
名
無
実
化
し
て
い
っ
た
こ
と
で
す
。
旗
人
が
土
地
や
建
物
な
ど
を
漢
族
に
貸
し
出
す
と
い
う
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
内
城
で
も
母
語
の
異
な
る
民
族
が
入
り
混
じ
っ
て
暮
ら
す
状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
満
洲
族
と
い
う
の
は
人
口
比
で
い
う
と
非
常
に
少
な
い
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
漢
文
化
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
、
つ
ま
り
彼
ら
の
母
語
で
あ
る
満
洲
語
を
忘
れ
て
い
く
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
満
洲
人
の
母
語
喪
失
に
関
す
る
歴
史
上
の
記
載
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
て
、
特
に
皇
帝
が
そ
の
状
況
を
嘆
く
と
い
う
姿
が
盛
ん
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
史
料
を
四
つ
ほ
ど
紹
介
し
ま
す
。
（
一
）
康
煕
十
年
（
一
六
七
一
）
上
諭
	
	　
各
部
院
及
各
省
將
軍
衙
門
通
事
、
原
因
滿
兵
不
曉
漢
語
、
欲
令
傳
達
而
設
。
今
各
滿
州
官
員
、
即
諳
漢
語
、
嗣
後
内
而
部
院
、
外
而
各
省
將
軍
衙
門
通
事
、
悉
罷
之
。（『
東
華
録
』
康
煕
朝
巻
十
一
）
（
二
）
雍
正
六
年
（
一
七
二
八
）
上
諭
	
	　
値
班
侍
衛
及
守
衛
護
軍
等
、
與
其
長
晝
閒
坐
、
莫
如
學
習
清
語
。
近
見
新
挑
之
侍
衛
、
護
軍
等
、
棄
其
應
習
之
清
語
、
反
以
漢
語
互
相
戲
謔
、
甚
屬
不
合
。
…
嗣
後
各
宜
勉
力
、	
屏
其
習
氣
、	
以
清
語
、
拉
弓
及
相
搏
等
技
、	
專
心
學
習
。（『
上
諭
八
旗
』）
（
三
）
乾
隆
六
年
（
一
七
四
一
）
上
諭
	
	　
近
見
滿
洲
子
弟
、
漸
耽
安
逸
、
廢
棄
本
務
。
宗
室
、
章
京
、
侍
衛
等
、	
不
以
騎
射
爲
習
、亦
不
學
習
清
語
、公
所
俱
説
漢
語
。
…
本
年
冬
間
、
或
明
年
春
間
査
閲
。
其
優
等
者
、	
格
外
施
恩
。
倘
不
學
習
、
以
致
射
箭
平
常
、	
不
諳
清
語
者
、
定
從
重
治
罪
。
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（『
高
宗
實
録
』
巻
一
三
八
）
（
四
）
嘉
慶
七
年
（
一
八
〇
一
）
上
諭
	
	　
從
前
、
滿
州
盡
皆
通
曉
清
文
、
…
今
滿
州
非
惟
不
能
繙
譯
、
甚
至
清
話
生
疏
、
不
識
清
字
。（『
光
緒
會
典
事
例
』
巻
一
一
四
七
）
（
一
）
は
康
熙
帝
の
上
諭
で
す
が
、
以
前
は
各
衙
門
に
通
訳
を
置
い
て
い
て
、
そ
れ
は
満
洲
人
の
兵
士
が
中
国
語
を
わ
か
ら
な
い
の
で
置
い
た
の
だ
が
、
い
ま
彼
ら
が
だ
い
ぶ
中
国
語
に
熟
達
し
た
の
で
そ
れ
を
廃
止
す
る
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。（
二
）
は
雍
正
帝
の
上
諭
で
、
護
衛
の
満
洲
人
た
ち
は
本
来
ち
ゃ
ん
と
満
洲
語
を
勉
強
す
る
べ
き
な
の
に
、
今
や
そ
の
満
洲
語
を
捨
て
て
し
ま
っ
て
中
国
語
で
ふ
ざ
け
合
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
非
常
に
け
し
か
ら
ん
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。（
三
）も
乾
隆
帝
の
苛
立
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。
最
近
の
満
洲
の
子
弟
は
本
務
を
忘
れ
て
遊
ん
で
ば
か
り
で
、
騎
射
の
練
習
も
し
な
い
し
満
洲
語
も
学
習
し
な
い
、
し
か
も
公
の
場
で
中
国
語
を
話
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
年
の
冬
か
ら
来
年
に
か
け
て
調
査
を
行
い
、ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
る
者
に
は
褒
美
を
与
え
る
が
、
そ
う
で
な
い
者
は
重
罪
に
処
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。（
四
）
の
嘉
慶
年
間
に
な
る
と
、
以
前
満
洲
人
は
満
洲
語
に
通
暁
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
今
の
満
洲
人
は
翻
訳
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
満
洲
語
す
ら
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
そ
も
そ
も
文
字
を
知
ら
な
い
、
と
言
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
諦
め
の
境
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
背
景
が
あ
っ
て
、
朝
廷
と
し
て
は
い
つ
も
満
洲
旗
人
に
満
洲
語
の
学
習
を
迫
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
　
一
・
二　
翻
訳
科
挙
満
洲
旗
人
の
満
洲
語
学
習
に
は
科
挙
も
関
係
し
て
い
ま
し
た
。
漢
化
の
進
行
と
と
も
に
、
清
朝
は
基
本
的
に
は
文
書
を
「
満
漢
合
璧
」
と
い
う
対
訳
形
式
で
出
す
よ
う
に
な
り
、
そ
う
す
る
と
「
筆
帖
式
」
（bithesi
）
と
呼
ば
れ
る
翻
訳
官
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
科
挙
を
や
る
と
八
旗
の
子
弟
は
江
南
の
漢
族
の
子
弟
に
ど
う
し
て
も
か
な
わ
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
優
遇
措
置
を
取
っ
て
何
と
か
八
旗
の
者
た
ち
を
役
人
と
し
て
登
用
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
方
策
が
「
翻
訳
科
挙
」
で
、
満
洲
語
（
あ
る
い
は
モ
ン
ゴ
ル
語
）
の
翻
訳
能
力
を
も
っ
て
取
り
立
て
る
と
い
う
制
度
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
宮
崎
市
定
先
生
の
『
科
挙
』
と
い
う
本
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
関
連
の
事
柄
を
取
り
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
　
順
治
八
年
（
一
六
五
一
）	
翻
訳
科
挙
の
施
行
　
順
治
一
四
年
（
一
六
五
七
）	
同
停
止
　
雍
正
元
年
（
一
七
二
三
）	
同
再
開
（
郷
試
の
み
）
　
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）	
童
試
・
会
試
を
加
え
る
　
乾
隆
二
二
年
（
一
七
五
七
）	
翻
訳
科
挙
停
止
　
乾
隆
四
三
年
（
一
七
七
八
）	
同
再
開
　
乾
隆
五
三
年
（
一
七
八
八
）	
応
試
者
少
な
く
会
試
実
施
で
き
ず
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嘉
慶
八
年
（
一
八
〇
三
）	
最
後
の
会
試
翻
訳
科
挙
の
制
度
は
順
治
八
年
に
開
始
さ
れ
る
の
で
す
が
、
数
年
で
停
止
さ
れ
、
雍
正
元
年
に
皇
帝
の
意
向
で
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
童
試
・
郷
試
・
会
試
・
殿
試
の
う
ち
の
郷
試
だ
け
で
、
合
格
者
は
翻
訳
挙
人
と
称
し
ま
し
た
。
翻
訳
科
挙
は
学
校
制
度
と
は
連
動
し
な
か
っ
た
の
で
、
単
に
そ
の
資
格
が
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
し
た
。
乾
隆
年
間
に
な
る
と
、
童
試
に
合
格
し
た
者
は
翻
訳
生
員
、
郷
試
に
合
格
し
た
者
は
翻
訳
挙
人
、
会
試
に
合
格
し
た
者
は
翻
訳
進
士
、
と
い
う
通
常
の
文
科
挙
と
同
じ
よ
う
な
形
に
整
備
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
一
時
的
に
受
験
者
が
集
ま
っ
た
そ
う
な
の
で
す
が
、
す
ぐ
集
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
満
洲
旗
人
が
満
洲
語
に
対
す
る
関
心
を
失
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
中
国
語
を
使
っ
た
文
科
挙
の
方
に
参
入
し
て
い
っ
た
た
め
で
、
一
八
世
紀
末
に
な
る
と
会
試
が
実
施
で
き
な
い
と
い
う
状
態
に
な
り
、
一
九
世
紀
の
初
め
を
最
後
に
こ
の
制
度
は
事
実
上
消
滅
し
ま
す
。
考
え
て
み
ま
す
と
、「
満
漢
合
璧
」
つ
ま
り
満
洲
語
と
中
国
語
の
対
訳
で
あ
ら
ゆ
る
文
書
を
公
布
す
る
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
朝
廷
の
メ
ン
ツ
を
保
つ
た
め
で
す
。
し
か
も
、
翻
訳
科
挙
は
人
材
を
取
り
立
て
る
と
い
う
よ
り
は
、
ほ
と
ん
ど
満
洲
語
を
保
護
す
る
た
め
に
制
度
を
作
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぐ
ら
い
漢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
早
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二　
清
代
の
満
洲
語
学
習
書
　
二
・
一　
満
漢
対
訳
会
話
書
そ
れ
で
は
、
既
に
母
語
が
中
国
語
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
っ
た
満
洲
旗
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
学
習
対
象
と
し
て
の
満
洲
語
に
取
り
組
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
を
、
満
洲
語
の
学
習
書
を
素
材
と
し
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
満
洲
語
の
学
習
書
は
会
話
書
と
文
法
書
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
満
洲
語
と
中
国
語
が
対
訳
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
会
話
書
は
、
私
が
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
刊
本
で
八
種
類
ほ
ど
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
も
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実
際
の
数
は
も
う
少
し
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
下
、
古
い
も
の
か
ら
順
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
（
一
）『
滿
漢
成
語
對
待
』
四
巻
（
一
七
〇
二
？
）
こ
の
書
は
現
存
す
る
中
で
は
最
も
早
い
満
漢
対
訳
の
会
話
書
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
刊
行
年
・
作
者
と
も
に
不
明
で
す
が
、
ド
イ
ツ
の
満
洲
学
者
フ
ッ
ク
ス
は
刊
行
年
を
康
熙
四
十
一
年
（
一
七
〇
二
）、
作
者
を
劉
順
（
？
～
一
七
六
一
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
根
拠
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聴
松
楼
刊
本
、
先
月
楼
刊
本
、
雲
林
堂
刊
本
、
二
酉
堂
刊
本
な
ど
が
現
存
し
て
い
ま
す
。巻
頭
に
は
満
洲
語
だ
け
の
序
文
が
あ
り
、「
文
法
」
と
い
う
発
音
概
説
に
続
い
て「
雑
話
」と
い
う
会
話
篇
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
主
」
と
「
賓
」、
つ
ま
り
主
人
と
客
人
に
よ
る
対
話
を
記
し
た
も
の
で
、
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話
者
の
別
を
表
示
し
な
い
会
話
書
が
多
い
中
で
は
、
形
式
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
す
。
本
文
は
独
白
体
で
、
全
十
類
に
分
け
た
三
四
八
条
の
教
訓
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
最
近
の
満
洲
旗
人
の
若
者
は
な
っ
と
ら
ん
と
い
う
よ
う
な
お
説
教
で
す
。
要
す
る
に
、
古
老
の
言
う
教
訓
話
（
成
語
）
を
満
漢
対
訳
で
示
し
た
も
の
と
い
う
の
が
こ
の
書
の
趣
旨
の
よ
う
で
す
。
対
訳
の
中
国
語
は
非
常
に
口
語
的
で
、
清
代
初
期
の
北
京
の
言
葉
を
濃
厚
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
（
二
）
舞
格
『
滿
漢
字
清
文
啓
蒙
・
兼
漢
滿
洲
套
話
』（
一
七
三
〇
）
『
滿
漢
字
清
文
啓
蒙
』
と
い
う
書
は
恐
ら
く
清
代
で
一
番
広
く
流
通
し
た
満
洲
語
の
教
科
書
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
他
に
比
べ
て
版
本
の
数
が
桁
違
い
に
多
い
か
ら
で
す
。
舞
格（
生
卒
年
不
詳
）
の
著
、
巻
頭
に
程
明
遠
に
よ
る
雍
正
八
年
（
一
七
三
〇
）
の
序
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
は
全
四
巻
で
す
が
、
非
常
に
よ
く
で
き
て
い
て
、
巻
一
は
音
韻
・
文
字
編
、
巻
二
は
会
話
編
、
巻
三
は
文
法
編
、
巻
四
は
語
彙
編
と
い
っ
た
構
成
を
持
つ
、総
合
的
な
学
習
書
と
言
え
ま
す
。
池
上
二
良
先
生
が
版
本
の
系
統
を
三
つ
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
第
一
類
は
雍
正
年
間
の
原
刊
本
、
第
二
類
は
乾
隆
年
間
の
改
訂
本
、
第
三
類
は
巻
二
の
会
話
編
だ
け
を
取
り
出
し
て
単
独
で
刊
行
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ
の
書
の
巻
二
に
あ
た
る
「
兼
漢
滿
洲
套
話
」
が
会
話
編
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
構
成
は
今
の
教
科
書
と
似
た
感
じ
で
、第
一
課
、
第
二
課
、
第
三
課
…
の
よ
う
に
段
落
（
条
）
に
分
か
れ
て
お
り
、
全
部
で
五
十
二
条
あ
り
ま
す
。
第
一
条
の
部
分
は
独
白
体
で
、
こ
れ
が
序
文
に
相
当
し
、
第
二
条
か
ら
が
会
話
体
に
な
り
ま
す
。
各
条
の
分
量
は
均
一
で
は
な
く
て
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
の
四
話
分
は
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
長
い
会
話
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
（
三
）
常
鈞
『
清
話
問
答
四
十
條
』
一
巻
（
一
七
五
八
）、『
滿
漢
合
璧
四
十
條
』
一
巻
（
一
八
七
八
）
『
清
話
問
答
四
十
條
』
は
全
四
十
段
落
、
常
鈞
（
？
～
一
七
八
九
）
と
い
う
満
洲
旗
人
が
著
し
た
も
の
で
、
巻
頭
に
乾
隆
二
十
三
年
（
一
七
五
八
）
の
序
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
満
漢
対
訳
の
会
話
書
類
で
は
話
者
の
別
を
明
示
し
な
い
の
が
普
通
で
す
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
「
○
」
の
記
号
で
話
者
が
代
わ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
版
本
は
一
種
類
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
が
、
東
洋
文
庫
蔵
本
で
は
『
射
的
説
』
と
い
う
騎
射
の
教
本
と
同
帙
に
な
っ
て
い
て
、
乾
隆
帝
が
満
洲
旗
人
の
務
め
を
「
国
語
騎
射
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
や
は
り
一
に
満
洲
語
、
二
に
騎
射
が
必
須
の
教
養
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
書
の
改
訂
版
を
『
滿
漢
合
璧
四
十
條
』
と
い
い
、
巻
頭
に
光
緒
四
年
（
一
八
七
八
）
の
序
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
だ
と
浦
廉
一
先
生
の
旧
蔵
書
を
収
め
た
広
島
大
学
図
書
館
の
浦
文
庫
に
あ
り
ま
す
。
（
四
）『
滿
漢
合
璧
集
要
』
一
巻
（
一
七
六
四
）
次
は
『
滿
漢
合
璧
集
要
』
で
す
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
の
稀
覯
本
で
、
日
本
で
は
所
蔵
し
て
い
る
機
関
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
私
が
見
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た
の
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院
（
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
所
蔵
の
京
口
学
刊
本
で
す
。
作
者
は
不
詳
、
巻
頭
に
乾
隆
二
十
九
年
（
一
七
六
四
）
の
序
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
ま
で
見
て
き
た
対
訳
会
話
書
は
す
べ
て
左
右
対
訳
、
つ
ま
り
左
に
満
洲
語
、
右
に
中
国
語
が
あ
る
と
い
う
形
で
し
た
が
、
こ
の
書
は
上
下
対
訳
で
、
上
の
方
に
満
洲
語
、
下
の
方
に
中
国
語
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
全
部
で
四
十
数
条
の
会
話
を
収
め
て
い
ま
す
。
（
五
）
博
赫
『
清
語
易
言
』
一
巻
（
一
七
六
六
）
そ
の
次
は
『
清
語
易
言
』、
言
わ
ば
「
満
洲
語
早
わ
か
り
」
と
い
う
よ
う
な
書
名
で
す
。
作
者
は
蒙
古
旗
人
の
博
赫
（
生
卒
年
不
詳
）、
巻
頭
に
乾
隆
三
十
一
年
（
一
七
六
六
）
の
序
が
あ
り
ま
す
。
版
本
が
数
種
類
、
日
本
だ
と
東
洋
文
庫
と
大
阪
大
学
図
書
館
、
中
国
だ
と
中
央
民
族
大
学
図
書
館
に
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
と
内
容
が
少
し
ず
つ
違
い
ま
す
。
こ
の
書
は
会
話
書
の
枠
組
を
使
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
実
質
的
に
満
洲
語
の
文
法
・
発
音
と
正
書
法
の
概
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。
冒
頭
の
会
話
で
満
洲
語
学
習
の
進
み
具
合
を
問
わ
れ
て
、
そ
れ
で
は
試
し
にalam
bi
（
告
げ
る
）
と
い
う
単
語
を
活
用
さ
せ
て
み
よ
う
、
と
い
う
感
じ
で
、
そ
の
活
用
と
称
す
る
も
の
が
延
々
二
三
〇
種
ほ
ど
も
続
き
ま
す
。
そ
の
他
に
、
今
で
言
う
と
母
音
調
和
に
関
す
る
記
述
や
、
あ
る
い
は
綴
り
と
実
際
の
発
音
の
ず
れ
の
よ
う
な
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
（
六
）『
一
百
條
』
系
諸
本
次
か
ら
紹
介
す
る
の
は
『
一
百
條
』
の
系
統
に
な
り
ま
す
。
こ
の
系
統
が
面
白
い
の
は
、
同
一
内
容
の
テ
キ
ス
ト
が
色
々
な
言
語
で
形
式
を
変
え
な
が
ら
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
満
洲
語
と
中
国
語
に
関
係
す
る
も
の
だ
け
を
取
り
挙
げ
ま
す
。
最
初
は
満
洲
語
だ
け
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
も
の
が
、
満
洲
語
と
中
国
語
の
対
訳
版
、
モ
ン
ゴ
ル
語
と
中
国
語
の
対
訳
版
、
満
洲
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
と
中
国
語
の
三
言
語
対
訳
版
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
て
中
国
語
の
教
科
書
に
な
る
、
と
い
う
具
合
に
変
遷
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。
以
下
に
順
を
追
っ
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
（
六
・
一
）
智
信
『
一
百
條
』（T
anggū	M
eyen
）
四
巻
（
一
七
五
〇
）
満
洲
語
のT
anggū
と
い
う
の
は
一
〇
〇
、M
eyen
と
い
う
の
は
段
落
、
条
文
と
い
う
意
味
で
、『
清
話
百
條
』
や
『
清
字
百
條
』
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
者
は
智
信
（
生
卒
年
不
詳
）、
現
存
の
刊
本
は
乾
隆
十
五
年
（
一
七
五
〇
）
の
刊
行
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
一
〇
〇
条
に
及
ぶ
満
洲
語
だ
け
の
テ
キ
ス
ト
で
す
が
、
会
話
体
だ
け
で
な
く
独
白
体
の
部
分
も
含
ま
れ
ま
す
。
満
洲
語
で
記
さ
れ
た
本
文
の
所
々
に
中
国
語
で
傍
訳
、
つ
ま
り
わ
か
り
に
く
か
っ
た
り
重
要
だ
っ
た
り
す
る
単
語
に
つ
い
て
の
逐
語
訳
が
つ
い
て
い
ま
す
。
（
六
・
二
）『
清
文
指
要
』
三
巻
、『
續
編
兼
漢
清
文
指
要
』
二
巻
（
一
七
八
九
）
ま
ず
満
漢
対
訳
版
が
出
ま
す
。
前
半
五
十
条
を
『
清
文
指
要
』、
後
半
五
十
条
を
『
續
編
兼
漢
清
文
指
要
』
と
称
し
、
全
体
の
総
称
と
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し
て
は
『
清
文
指
要
』
を
用
い
ま
す
。
作
者
は
不
詳
、
今
の
と
こ
ろ
、
年
代
の
わ
か
る
一
番
古
い
テ
キ
ス
ト
は
天
理
図
書
館
に
あ
る
乾
隆
五
十
四
年
（
一
七
八
九
）
の
双
峰
閣
刊
本
の
よ
う
で
、
他
に
嘉
慶
十
四
年
（
一
八
〇
九
）
の
三
槐
堂
重
刊
本
や
大
酉
堂
重
刊
本
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
内
容
は
『
一
百
條
』
を
満
漢
対
訳
の
形
に
改
め
た
も
の
で
す
が
、
各
条
の
配
列
は
だ
い
ぶ
入
れ
か
わ
っ
て
い
ま
す
。『
清
文
指
要
』
の
上
巻
は
「
字
音
指
要
」
と
い
う
発
音
と
文
法
の
概
説
、
中
巻
と
下
巻
に
二
十
五
条
ず
つ
、『
續
編
』
は
上
巻
と
下
巻
に
二
十
五
条
ず
つ
と
い
う
構
成
に
な
り
ま
す
。
（
六
・
三
）『
新
刊
清
文
指
要
』
二
巻
（
一
八
一
八
）
満
漢
対
訳
版
で
あ
る
『
清
文
指
要
』
の
改
訂
版
が
『
新
刊
清
文
指
要
』
で
す
。
現
存
す
る
の
は
嘉
慶
二
十
三
年
（
一
八
一
八
）
の
西
安
将
軍
署
刊
本
で
、
上
下
巻
に
各
五
十
条
を
収
め
て
い
ま
す
。
こ
の
書
は
『
清
文
指
要
』
の
満
洲
語
と
中
国
語
に
対
し
て
一
定
の
改
変
を
施
し
た
も
の
で
す
が
、
中
国
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
清
文
指
要
』
よ
り
も
口
語
性
は
後
退
し
て
い
て
、
よ
り
正
式
な
言
い
方
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
（
六
・
四
）
富
俊
『
初
學
指
南
』
二
巻
（
一
七
九
四
）
次
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
と
中
国
語
の
対
訳
版
で
あ
る
『
初
學
指
南
』
が
出
ま
す
。
作
者
は
富
俊
（
一
七
四
九
～
一
八
三
四
）
と
い
う
蒙
古
旗
人
で
、
こ
の
人
物
は
松
筠
『
百
二
老
人
語
録
』
の
漢
訳
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
乾
隆
五
十
九
年
（
一
七
九
四
）
の
紹
衣
堂
刊
本
が
現
存
し
て
い
ま
す
が
、紹
衣
堂
と
い
う
の
は
富
俊
の
号
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
自
家
印
本
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
と
も
と
満
洲
文
字
と
い
う
の
は
モ
ン
ゴ
ル
文
字
を
改
良
し
て
作
っ
た
も
の
な
の
で
、
両
者
の
字
形
は
非
常
に
似
て
い
ま
す
。
こ
の
書
は
『
一
百
條
』
を
蒙
漢
対
訳
の
形
に
し
た
も
の
で
す
が
、
段
落
が
二
つ
増
え
て
全
一
〇
二
条
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
条
の
配
列
も
『
清
文
指
要
』
か
ら
再
度
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
（
六
・
五
）
富
俊
『
三
合
語
録
』
不
分
巻
（
一
八
二
九
）
そ
の
次
に
は
、『
三
合
語
録
』
と
い
う
満
洲
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
・
中
国
語
と
い
う
三
言
語
の
対
訳
版
が
出
ま
す
。
こ
れ
も
同
じ
く
富
俊
の
著
で
、
巻
首
に
道
光
九
年
（
一
八
二
九
）
の
序
が
あ
り
、
道
光
十
年
（
一
八
三
〇
）
五
雲
堂
刊
本
、
同
二
十
六
年
（
一
八
四
六
）
炳
蔚
堂
重
刊
本
な
ど
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
一
つ
の
文
が
三
行
で
構
成
さ
れ
、
左
が
満
洲
語
、
中
が
モ
ン
ゴ
ル
語
、
右
が
中
国
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
初
學
指
南
』
と
同
じ
く
一
〇
二
条
で
す
。
栗
林
均
先
生
に
よ
れ
ば
、『
初
學
指
南
』
よ
り
も
『
三
合
語
録
』
の
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
の
方
が
先
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
で
し
た
。
（
六
・
六
）
威
妥
瑪
・
應
龍
田
『
問
答
編
』
二
巻
（
一
八
六
〇
）
『
一
百
條
』
の
系
列
は
、
今
度
は
中
国
語
の
教
科
書
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
中
国
語
ロ
ー
マ
字
表
記
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ェ
ー
ド
式
」
で
名
高
い
ト
マ
ス
・
ウ
ェ
ー
ド
（
威
妥
瑪
、
一
八
一
八
～
一
八
九
五
）
は
、
一
八
六
七
年
に
最
初
の
近
代
的
な
中
国
語
教
科
書
で
あ
る
『
語
言
自
邇
集
』
を
著
し
ま
し
た
が
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
『
問
答
編
』と
い
う
中
国
語
だ
け
の
会
話
書
を
咸
豊
十
年（
一
八
六
〇
）
東洋文化研究 20 号　　92
に
上
海
で
出
版
し
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ー
ド
は
中
国
語
の
教
科
書
を
作
る
に
際
し
て
、
当
初
良
い
材
料
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
北
京
語
を
反
映
す
る
口
語
的
な
資
料
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
こ
の
『
一
百
條
』
の
系
列
が
目
に
と
ま
り
、
應
龍
田
と
い
う
中
国
人
と
協
力
し
て
こ
れ
を
中
国
語
の
教
科
書
に
作
り
変
え
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
全
一
〇
三
条
で
す
が
、
段
落
配
列
の
類
似
性
か
ら
み
て
、
本
書
が
直
接
基
づ
い
て
い
る
の
は
『
初
學
指
南
』
の
中
国
語
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
（
六
・
七
）
ウ
ェ
ー
ド
『
語
言
自
邇
集
・
談
論
編
百
章
』（
一
八
六
七
）
『
一
百
條
』
系
列
の
最
後
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
『
語
言
自
邇
集
』
に
な
り
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
本
で
す
が
、
第
一
巻
の
「
談
論
編
百
章
」
と
い
う
の
が
先
ほ
ど
の
『
問
答
篇
』
に
修
訂
を
加
え
た
会
話
編
で
、
第
二
巻
に
は
そ
の
英
訳
と
注
釈
も
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
段
階
で
段
落
数
は
ま
た
一
〇
〇
条
に
回
帰
し
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
来
は
満
洲
旗
人
に
満
洲
語
を
学
ば
せ
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
も
の
が
、
い
ろ
ん
な
方
向
に
拡
張
し
て
い
き
、
最
後
に
は
外
国
人
の
た
め
の
中
国
語
教
科
書
に
な
る
と
い
う
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
の
が
、
こ
の
『
一
百
條
』
系
列
の
会
話
書
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
七
）
宜
興
『
庸
言
知
旨
』
二
巻
（
一
八
〇
二
）
『
庸
言
知
旨
』
と
い
う
書
名
は
、
平
易
な
言
葉
で
大
切
な
こ
と
を
知
る
と
い
う
意
味
で
す
。
作
者
で
あ
る
宜
興
（
？
～
一
八
〇
九
）
は
清
朝
の
宗
室
で
す
。
現
存
す
る
刊
本
の
巻
頭
に
は
嘉
慶
七
年
（
一
八
〇
二
）
の
序
が
あ
り
、
嘉
慶
二
十
四
年
（
一
八
一
九
）
に
刊
行
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
大
阪
大
学
図
書
館
に
は
五
巻
の
鈔
本
が
あ
り
、
内
容
も
倍
近
く
あ
る
の
で
、
現
行
の
刊
本
は
こ
の
鈔
本
を
圧
縮
し
て
出
版
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
文
は
会
話
体
で
は
な
く
独
白
体
で
、『
滿
漢
成
語
對
待
』
と
同
じ
よ
う
に
、
十
二
類
に
分
け
た
全
二
四
〇
条
の
教
訓
話
が
並
ん
で
い
ま
す
。
（
八
）『
問
答
語
』
一
巻
（
一
八
二
七
）
次
が
会
話
書
と
し
て
は
最
後
で
す
が
、『
問
答
語
』
と
い
う
書
物
で
す
。
非
常
に
薄
い
本
で
す
が
、
日
本
に
は
ど
う
も
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
、
私
が
見
た
の
は
大
英
図
書
館
の
所
蔵
本
で
す
。
先
ほ
ど
の
『
滿
漢
合
璧
集
要
』
と
同
じ
よ
う
に
上
に
満
洲
語
、
下
に
漢
語
と
い
う
形
を
取
り
ま
す
。
内
容
は
、「
来
た
か
」「
来
た
」「
座
れ
」「
座
り
ま
せ
ん
」「
ご
飯
食
べ
た
か
」「
食
べ
た
」「
何
碗
食
べ
た
」「
三
碗
食
べ
た
」「
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
か
」「
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
」
の
よ
う
に
、
一
問
一
答
形
式
の
平
易
な
も
の
で
す
。
満
洲
語
会
話
書
と
し
て
は
大
体
以
上
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
が
現
存
し
て
お
り
、
満
洲
語
と
中
国
語
が
左
右
対
訳
の
形
か
、
あ
る
い
は
上
下
対
訳
の
形
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
会
話
書
類
は
、
い
ず
れ
も
対
訳
の
中
国
語
が
非
常
に
口
語
的
だ
と
い
う
と
こ
ろ
が
大
き
な
特
徴
で
、
恐
ら
く
は
と
っ
く
に
母
語
が
中
国
語
に
乗
り
移
っ
て
し
ま
っ
た
満
洲
旗
人
た
ち
、
も
ち
ろ
ん
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
も
多
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
言
語
を
反
映
し
て
い
る
の
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で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
中
国
語
の
端
々
に
、
満
洲
語
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
語
彙
や
文
法
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
と
言
え
ま
す
。
　
二
・
二　
満
洲
語
文
法
書
次
に
、
同
じ
く
満
洲
語
の
学
習
書
と
し
て
文
法
書
の
方
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
文
法
書
と
は
い
え
、
今
の
よ
う
に
体
系
的
な
グ
ラ
マ
ー
で
は
な
く
て
、「
虚
字
」「
字
尾
」「
助
語
」「
接
字
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
満
洲
語
の
機
能
語
、
つ
ま
り
語
彙
的
な
意
味
を
持
た
ず
文
法
的
な
機
能
を
果
た
す
語
彙
を
、
例
を
挙
げ
な
が
ら
中
国
語
で
解
説
し
て
い
く
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。
文
法
書
も
見
る
限
り
七
種
類
ほ
ど
現
存
し
て
い
ま
す
。
（
一
）
沈
啓
亮
『
清
書
指
南
・
飜
清
虚
字
講
約
』（
一
六
八
二
）
恐
ら
く
最
も
早
い
文
法
書
と
思
わ
れ
る
の
が
『
清
書
指
南
』
の
「
飜
清
虚
字
講
約
」
で
す
。『
清
書
指
南
』
は
沈
啓
亮
（
一
六
四
五
～
一
六
九
三
）
の
著
で
全
三
巻
、
康
煕
二
十
一
年
（
一
六
八
二
）
の
序
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
著
者
に
よ
る
辞
書
『
大
清
全
書
』
の
付
録
の
よ
う
な
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
の
巻
三
「
飜
清
虚
字
講
約
」
は
、
満
洲
語
の
「
虚
字
」
六
十
七
種
を
中
国
語
で
解
説
し
た
も
の
で
す
。「
飜
清
」
と
い
う
の
は
満
洲
語
の
文
章
を
作
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
中
国
語
を
母
語
と
す
る
人
が
満
洲
語
を
学
ぶ
た
め
の
教
材
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
後
に
出
版
さ
れ
る
載
穀
『
清
文
備
考
』（
一
七
二
二
）
の
巻
一
で
あ
る
「
虚
字
講
約
」
は
、
ま
る
き
り
こ
れ
を
引
き
写
し
た
も
の
で
す
。
（
二
）
桑
額
『
滿
漢
類
書
・
字
尾
類
』（
一
七
〇
〇
）
そ
の
次
は
『
滿
漢
類
書
・
字
尾
類
』
で
す
。『
滿
漢
類
書
』
と
い
う
辞
書
は
全
三
十
二
巻
で
桑
額
（
？
～
一
七
一
二
）
の
編
、
康
煕
三
十
九
年
（
一
七
〇
〇
）
の
序
が
あ
り
ま
す
。「
字
尾
類
」
と
い
う
の
は
そ
の
最
終
巻
の
一
部
に
な
り
ま
す
。『
清
語
易
言
』
の
と
こ
ろ
で
触
れ
たalam
bi
（
告
げ
る
）
の
活
用
と
同
じ
よ
う
に
、
満
洲
語
genem
bi
（
行
く
）
に
九
十
七
種
の
「
字
尾
」
を
つ
け
て
、
そ
の
意
味
を
中
国
語
の
文
言
で
解
説
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。
（
三
）
舞
格
『
滿
漢
字
清
文
啓
蒙
・
清
文
助
語
虚
字
』（
一
七
三
〇
）
会
話
書
の
と
こ
ろ
で
も
紹
介
し
ま
し
た
『
滿
漢
字
清
文
啓
蒙
』
と
い
う
総
合
的
満
洲
語
教
科
書
の
巻
三
が
「
清
文
助
語
虚
字
」
と
い
う
一
編
に
な
り
ま
す
。
今
で
い
う
と
格
語
尾
、
活
用
語
尾
と
各
種
の
接
辞
に
あ
た
る
「
助
語
虚
字
」
九
十
九
種
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
な
が
ら
解
説
し
た
部
分
と
、
常
用
フ
レ
ー
ズ
一
五
四
種
の
中
国
語
訳
を
記
し
た
部
分
に
分
か
れ
ま
す
。
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
満
洲
語
の
文
法
書
と
し
て
最
も
充
実
し
た
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
が
本
書
だ
と
思
い
ま
す
。
（
四
）
富
俊
『
三
合
便
覽
・
清
文
指
要
』（
一
七
八
〇
）
こ
れ
は
会
話
書
の
と
こ
ろ
で
出
て
き
た
『
清
文
指
要
』
と
は
別
物
で
す
。『
三
合
便
覧
』
の
編
者
は
『
三
合
語
録
』
の
作
者
で
も
あ
る
富
俊
で
、
乾
隆
四
十
五
年
（
一
七
八
〇
）
の
序
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
は
満
洲
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
と
中
国
語
の
三
言
語
対
訳
辞
書
で
、
全
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十
二
巻
で
す
が
、
そ
の
巻
頭
に
「
清
文
指
要
」・「
蒙
文
指
要
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
に
つ
い
て
の
概
説
が
あ
り
、「
清
文
指
要
」
の
中
に
満
洲
語
の
語
尾
や
接
辞
を
解
説
し
た
部
分
が
見
ら
れ
ま
す
。
用
例
は
文
言
の
も
の
が
主
で
す
。
（
五
）
嵩
洛
峰
『
清
文
接
字
』
一
巻
（
一
八
六
六
）
だ
い
ぶ
時
代
が
下
り
ま
し
て
、
一
九
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
も
満
洲
語
の
文
法
書
は
出
続
け
ま
す
。『
清
文
接
字
』
と
い
う
書
は
嵩
洛
峰
（
生
卒
年
不
詳
）
の
著
、
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
の
序
と
同
五
年
（
一
八
六
六
）
の
跋
が
あ
り
ま
す
。
光
緒
十
四
年
（
一
八
八
八
）
刊
の
『
新
語
清
文
接
字
』
は
本
書
の
重
刊
本
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
文
法
書
と
同
様
に
、
満
洲
語
の
語
尾
や
接
辞
が
、
口
語
的
な
用
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
六
）
徐
隆
泰
『
清
文
字
法
舉
一
歌
』
一
巻
（
一
八
八
五
）
さ
ら
に
進
み
ま
し
て
、『
清
文
字
法
舉
一
歌
』
は
徐
隆
泰
（
生
卒
年
不
詳
）
の
著
、
光
緒
十
一
年
（
一
八
八
五
）
の
序
が
あ
り
、
数
種
の
版
本
が
現
存
す
る
模
様
で
す
。
こ
の
書
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
満
洲
語
の
語
尾
や
接
辞
の
意
味
・
用
法
、
正
字
法
、
呼
応
関
係
な
ど
を
七
言
の
歌
の
形
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
を
唱
え
て
暗
記
す
れ
ば
満
洲
語
の
シ
ス
テ
ム
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
に
も
漢
文
化
的
な
手
法
を
用
い
て
い
る
面
白
い
文
法
書
と
言
え
ま
す
。
（
七
）
萬
福
『
清
文
虚
字
指
南
編
』
二
巻
（
一
八
八
四
）
最
後
に
、『
清
文
虚
字
指
南
編
』
は
萬
福
（
生
卒
年
不
詳
）
の
著
、
光
緒
十
年
（
一
八
八
四
）
の
序
が
あ
り
、光
緒
二
十
年
（
一
八
九
四
）
に
は
『
重
刻
清
文
虚
字
指
南
編
』
と
い
う
重
刊
本
が
出
て
い
ま
す
。
ま
だ
詳
し
く
調
査
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
刊
行
年
は
前
後
す
る
も
の
の
、
先
ほ
ど
の
『
清
文
字
法
舉
一
歌
』
の
七
言
句
に
例
文
を
追
加
し
て
い
っ
た
と
い
う
趣
の
書
の
よ
う
で
す
。
以
上
に
紹
介
し
て
き
た
清
代
の
満
洲
語
文
法
書
は
、
い
ず
れ
も
現
代
の
言
語
学
か
ら
見
る
と
素
朴
な
記
述
の
域
を
出
な
い
の
で
す
が
、
当
時
の
人
々
が
ア
ル
タ
イ
諸
語
の
文
法
を
ど
う
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
中
国
語
で
表
現
し
た
か
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。
全
体
的
に
見
て
、
名
詞
の
格
に
関
す
る
記
述
は
簡
単
な
の
で
す
が
、
動
詞
の
活
用
や
各
種
の
語
形
成
に
つ
い
て
の
記
述
は
非
常
に
詳
細
で
す
。
例
え
ば
動
詞
の
活
用
に
つ
い
て
は
、「
已
然
」「
未
然
」
「
将
然
」
と
い
っ
た
タ
ー
ム
を
実
質
的
な
文
法
術
語
と
し
て
用
い
て
、
今
で
い
う
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
ム
ー
ド
な
ど
を
記
述
し
て
い
て
、
と
て
も
興
味
深
い
考
察
の
材
料
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。三　
満
洲
旗
人
の
言
語
生
活
点
描
　
三
・
一　
満
洲
語
の
学
習
に
つ
い
て
　
　
三
・
一
・
一　
序
文
に
見
る
当
時
の
言
語
状
況
先
ほ
ど
か
ら
の
話
の
よ
う
に
、
満
洲
旗
人
が
満
洲
語
を
忘
れ
て
ど
ん
ど
ん
漢
化
し
て
い
く
と
い
う
背
景
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
何
と
か
食
い
止
め
よ
う
と
い
う
目
的
で
こ
う
い
っ
た
学
習
書
の
類
が
陸
続
と
出
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て
く
る
わ
け
で
す
が
、
幾
つ
か
の
学
習
書
で
は
序
文
の
中
で
当
時
の
言
語
状
況
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
以
降
に
引
用
す
る
学
習
書
の
記
述
は
す
べ
て
満
漢
対
訳
な
の
で
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
満
洲
語
の
部
分
は
す
べ
て
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
一
）
博
赫
『
清
語
易
言
』
序
（
一
七
六
六
）
	
	　
清
語
者
、
我
國
本
處
之
語
、
不
可
不
識
。
但
旗
人
在
京
與
漢
人
、
雜
居
年
久
、
從
幼
即
先
習
漢
語
、
長
成
而
後
、
始
入
清
學
讀
書
。
學
清
語
、
讀
書
一
二
年
間
、
雖
識
字
曉
話
、
清
語
不
能
熟
言
者
。
皆
助
語
不
能
順
口
、
話
韻
用
字
字
意
、
無
得
講
究
之
故
耳
、
所
以
清
語
難
熟
言
矣
。
愚
將
諸
凡
助
語
、
皆
於
告
訴
之
一
句
話
上
註
出
、
又
連
話
韻
用
字
字
意
、
作
為
一
書
。
雖
然
淺
陋
不
全
、
初
學
者
、
若
先
將
此
書
熟
讀
、
助
語
能
順
口
、
將
話
韻
用
字
字
意
、
知
明
已
後
、
再
讀
他
書
、
不
但
自
能
清
語
、
即
筆
力
亦
有
少
補
云
爾
。
こ
れ
は
『
清
語
易
言
』
の
作
者
で
あ
る
蒙
古
旗
人
の
博
赫
が
当
時
の
旗
人
の
言
語
状
況
を
描
写
し
た
も
の
で
す
。特
に
興
味
深
い
の
は
、
満
洲
語
は
必
須
の
教
養
な
の
だ
が
、
旗
人
は
北
京
で
漢
人
と
雑
居
す
る
こ
と
久
し
く
、
幼
い
時
か
ら
ま
ず
中
国
語
を
習
っ
て
、
長
じ
て
か
ら
初
め
て
塾
に
入
っ
て
満
洲
語
を
習
い
始
め
る
習
慣
に
な
っ
て
い
る
、
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
続
け
て
、
満
洲
語
を
学
ぼ
う
と
し
て
も
、
一
、二
年
で
は
文
字
は
何
と
か
わ
か
っ
て
も
、
熟
練
し
て
使
う
ま
で
に
は
至
ら
な
い
の
で
、
そ
こ
で
私
が
満
洲
語
に
つ
い
て
の
重
要
な
要
素
を
ま
と
め
て
一
書
を
な
し
た
、
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
序
文
は
、
乾
隆
中
期
の
旗
人
の
客
観
的
な
状
況
を
記
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
（
二
）『
清
文
指
要
』
序
（
一
七
八
九
）
	
	　
清
語
者
、
乃
滿
洲
人
之
根
本
、
任
憑
是
誰
不
會
使
不
得
。
怎
麼
説
呢
？
我
等
幸
而
生
在
盛
世
因
是
滿
洲
、
若
不
會
説
清
語
、
每
遇
人
問
及
、
就
張
口
翻
眼
、
比
這
個
可
羞
的
有
麼
？
比
這
個
可
氣
的
又
有
麼
？
這
上
頭
別
説
人
家
譏
笑
打
趣
、
連
自
己
的
身
分
也
丟
了
。
豈
不
可
惜
麼
？
嘗
見
有
一
等
人
説
起
滿
洲
話
來
、
分
明
是
會
的
話
恰
乎
不
得
、
猛
然
止
住
及
至
想
起
來
、
早
已
臉
上
臊
紅
了
的
狠
多
。
這
没
有
別
的
縁
故
、
皆
是
平
時
未
學
、
未
習
練
着
説
之
故
也
。
又
有
可
笑
者
、
滿
洲
話
還
没
有
影
兒
、
就
先
學
繙
譯
的
。
這
等
人
何
異
北
轅
赴
粤
、
煮
沙
要
飯
者
乎
？
任
憑
漢
文
怎
麼
精
奥
、
下
筆
時
奈
何
清
語
短
少
、
不
合
卯
準
、
不
成
套
數
。
雖
學
至
老
、
難
免
庸
愚
名
色
。
粗
比
即
如
蓋
房
、
若
無
柁
柱
甎
等
項
、
獨
把
匠
人
們
叫
來
挐
什
麼
做
呢
？
惟
有
束
手
觀
望
而
已
。
無
有
成
房
之
理
呀
。
即
此
看
來
、
未
學
繙
譯
以
前
、
當
知
先
學
清
語
為
要
。
但
清
語
甚
繁
、
初
學
之
人
全
行
誦
讀
、
幾
時
是
了
？
因
此
我
在
裡
頭
走
的
空
兒
將
老
輩
傳
説
、並
我
學
記
的
、一
句
一
句
的
集
凑
着
、
共
集
百
條
、
教
我
族
中
子
弟
、
以
書
名
曰
清
文
指
要
。
此
内
貫
串
落
脚
、
各
様
説
清
語
的
方
法
、
雖
不
周
旋
、
大
概
眼
前
應
用
最
緊
要
者
倶
備
。
學
者
果
能
專
心
致
志
反
覆
熟
習
、
久
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任
憑
怎
様
説
去
無
有
不
成
話
的
、
又
何
愁
不
會
呢
？
但
此
書
字
句
甚
多
、
又
恐
讀
者
抄
冩
費
力
。
故
此
付
匠
役
刊
刻
、
凡
我
等
好
清
語
的
朋
友
公
於
同
好
。
雖
無
益
於
通
家
、
在
初
學
未
必
無
小
補
云
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
通
り
、『
清
文
指
要
』
は
『
一
百
條
』
の
満
漢
対
訳
版
な
の
で
す
が
、現
存
す
る
『
清
文
指
要
』
の
序
文
は
『
一
百
條
』
の
序
文
そ
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
満
洲
語
が
正
文
で
す
が
、対
訳
の
中
国
語
は『
清
語
易
言
』と
違
っ
て
だ
い
ぶ
口
語
的
で
す
。
内
容
は
最
初
か
ら
か
な
り
怒
っ
て
い
る
雰
囲
気
が
出
て
い
ま
す
。
満
洲
語
と
い
う
も
の
は
満
洲
人
の
根
本
で
あ
る
、
我
々
は
幸
い
に
も
満
洲
族
と
し
て
生
ま
れ
た
の
に
、
も
し
も
満
洲
語
を
話
せ
ず
に
、
人
か
ら
問
わ
れ
た
時
に
口
を
あ
ん
ぐ
り
、
目
を
ぱ
ち
く
り
と
い
う
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
恥
ず
べ
き
こ
と
は
あ
る
か
、
こ
れ
よ
り
怒
る
べ
き
こ
と
は
あ
る
か
、
と
い
っ
た
調
子
で
す
。
そ
れ
に
続
い
て
、
か
つ
て
あ
る
人
は
満
洲
語
を
話
し
始
め
た
け
れ
ど
も
簡
単
な
こ
と
も
言
え
な
く
て
す
ぐ
顔
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
、
こ
れ
は
ふ
だ
ん
勉
強
し
て
な
い
の
が
悪
い
の
だ
が
、
さ
ら
に
笑
う
べ
き
な
の
は
、
満
洲
語
す
ら
大
し
て
で
き
な
い
の
に
先
に
翻
訳
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
で
、
こ
れ
は
全
く
の
本
末
転
倒
だ
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
嘆
か
わ
し
い
状
況
な
の
で
、
私
は
暇
を
見
て
先
輩
か
ら
聞
い
た
話
や
自
分
が
記
憶
し
て
い
る
話
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
一
〇
〇
条
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
子
弟
に
教
え
る
、
と
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
幾
つ
か
の
記
述
か
ら
、
当
時
の
満
洲
旗
人
の
置
か
れ
た
状
況
が
垣
間
見
ら
れ
て
、
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
建
前
の
部
分
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
い
っ
た
意
図
で
旗
人
の
子
弟
の
た
め
に
満
洲
語
の
教
材
を
編
も
う
と
し
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
　
　
三
・
一
・
二　
満
洲
語
学
習
を
反
映
す
る
会
話
こ
う
し
た
会
話
書
の
中
に
は
、
満
洲
旗
人
の
満
洲
語
学
習
を
反
映
す
る
会
話
と
い
う
の
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
内
容
的
に
も
面
白
い
も
の
が
多
い
の
で
、『
滿
漢
字
清
文
啓
蒙
・
兼
漢
滿
洲
套
話
』
と
『
清
文
指
要
』
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
下
、
話
者
の
別
は
Ａ
、
Ｂ
で
表
し
ま
す
。
（
一
）『
滿
漢
字
清
文
啓
蒙
・
兼
漢
滿
洲
套
話
』
第
四
十
一
条
	
	　
Ａ
阿
哥
、
你
是
那
旗
的
？			
Ｂ
我
是
正
黄
旗
的
。
Ａ
是
渾
托
和
的
啊
、
是
牛
录
的
啊
？　
Ｂ
牛
录
上
的
。
Ａ
在
誰
牛
录
上
？　
Ｂ
在
常
壽
牛
录
上
。
Ａ
姓
什
麼
？　
Ｂ
姓
周
。
Ａ
名
子
叫
什
麼
？　
Ｂ
名
子
叫
豊
生
哦
。
Ａ
誰
的
児
子
？　
Ｂ
頭
等
侍
衛
京
屋
機
的
児
子
。
Ａ
幾
歳
了
？　
Ｂ
十
九
歳
了
。
Ａ
屬
什
麼
的
？　
Ｂ
屬
龍
的
。
Ａ
有
戸
中
没
有
？　
Ｂ
有
戸
中
。
Ａ
誰
的
戸
中
？　
Ｂ
参
領
巴
烟
圖
的
戸
中
。
Ａ
弟
兄
們
都
有
麼
？　
Ｂ
都
有
。
Ａ
你
哥
〻
在
什
麼
差
事
上
？　
Ｂ
我
哥
〻
現
在
是
藍
翎
子
。
Ａ
你
兄
弟
什
麼
年
紀
？　
Ｂ
纔
六
歳
了
、
還
小
呢
。
Ａ
生
日
是
幾
時
？　
Ｂ
是
正
月
二
十
五
日
。
Ａ
你
家
在
那
裡
住
？　
Ｂ
在
鼓
楼
前
頭
東
邉
住
。
Ａ
兵
部
員
外
郎
呼
哩
阿
媽
是
你
什
麼
？　
Ｂ
是
我
哥
〻
。
Ａ
他
父
親
是
你
什
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麼
？　
Ｂ
是
我
叔
〻
。
Ａ
親
叔
〻
麼
？　
Ｂ
是
、
親
叔
〻
。
Ａ
你
馬
歩
箭
都
會
射
麼
？　
Ｂ
會
射
歩
箭
、
不
會
射
馬
箭
。
Ａ
你
為
什
麼
不
學
馬
箭
？　
Ｂ
因
為
没
有
馬
、
不
曽
學
。
Ａ
你
拉
〻
弓
瞧
。　
Ｂ
哦
。
噯
呀
、這
个
弓
的
墊
子
我
也
開
不
開
、
好
硬
啊
。
Ａ
若
是
那
們
着
放
下
弓
。
念
〻
檔
子
看
。　
Ｂ
哦
。
Ａ
你
讀
了
幾
年
書
了
？　
Ｂ
讀
了
三
年
了
。
Ａ
講
過
書
了
没
有
啊
？　
Ｂ
開
過
講
了
。
Ａ
不
拘
什
麼
書
、
你
都
能
講
得
来
麼
？　
Ｂ
能
的
去
處
也
有
、
不
能
的
去
處
也
有
。
倘
若
是
細
微
之
處
、我
就
不
能
。
Ａ
你
在
那
个
師
傅
的
學
裡
讀
書
？　
Ｂ
在
趙
師
傅
的
學
裡
念
。
Ａ
這
个
趙
師
傅
在
那
裡
住
？　
Ｂ
在
我
住
的
房
子
對
門
、
那
个
大
房
子
、
就
是
他
的
家
呀
。
Ａ
趙
師
傅
的
號
児
叫
什
麼
字
児
？　
Ｂ
叫
作
拙
哩
阿
媽
。
Ａ
現
在
什
麼
上
頭
？　
Ｂ
原
是
翰
林
苑
的
學
士
来
着
、
因
為
身
子
有
了
殘
疾
、
辭
了
學
士
了
。
Ａ
書
上
頭
如
何
？　
Ｂ
好
、
無
對
手
的
高
強
。
翻
繹
、
講
書
、
冩
字
、
馬
歩
、
弓
箭
、
没
有
不
會
的
。
Ａ
管
徒
弟
們
也
嚴
緊
啊
？　
Ｂ
阿
哥
、
別
提
這
个
。
小
孩
子
們
只
一
听
見
他
的
声
児
、魂
都
吊
。
Ａ
你
也
怕
他
麼
？　
Ｂ
噯
呀
這
是
什
麼
話
？
師
傅
就
是
父
親
一
様
啊
、
若
不
怕
師
傅
、
還
怕
誰
呢
？　
Ａ
他
家
過
的
如
何
？　
Ｂ
也
只
是
守
着
舊
有
的
産
業
過
罷
咧
。
除
此
之
外
、
他
另
有
所
得
的
去
處
、
我
不
知
道
。
Ａ
現
在
他
跟
前
念
書
的
徒
弟
有
多
少
？　
Ｂ
現
在
有
的
想
是
勾
着
一
百
了
。
Ａ
你
舊
年
也
考
来
着
没
有
啊
？　
Ｂ
考
来
着
。
因
為
念
的
冩
的
都
差
池
、
没
拿
名
子
啊
。
Ａ
原
来
情
由
是
這
様
来
着
呢
。
我
方
纔
問
你
的
這
許
多
話
、
都
是
試
探
你
的
本
事
的
。
看
你
所
學
的
還
去
得
、
我
明
日
告
訴
了
大
人
們
、
必
定
送
你
的
名
子
。
或
是
教
從
考
、
或
是
即
用
、
都
定
不
得
。
這
幾
日
裡
頭
、
把
你
的
馬
歩
箭
、
還
是
照
舊
的
演
習
。
念
的
冩
的
去
處
、
也
是
照
舊
學
。
在
家
裡
、
別
徃
別
處
去
、
瞧
着
傳
去
、
如
飛
的
跑
了
来
。
別
悞
下
。
Ｂ
哦
、
知
道
了
。
こ
の
一
条
は
満
洲
旗
人
の
年
長
者
と
若
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
会
話
で
、
か
な
り
長
い
も
の
で
す
が
、
若
者
に
対
す
る
リ
ア
ル
な
問
い
か
け
が
延
々
と
続
い
て
い
く
こ
と
に
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
個
人
的
な
事
柄
に
つ
い
て
で
す
。「
お
兄
さ
ん
、
君
は
何
旗
だ
ね
」、「
私
は
正
黄
旗
で
す
」、「
ホ
ン
ト
ホ
か
ね
、
そ
れ
と
も
ニ
ル
か
ね
」、「
ニ
ル
で
す
」、「
誰
の
ニ
ル
に
い
る
」、「
常
寿
ニ
ル
に
い
ま
す
」、「
姓
は
何
だ
ね
」、「
周
で
す
」、「
名
前
は
何
と
い
う
」「
フ
ォ
ン
シ
ョ
ン
ゲ
と
い
い
ま
す
」、「
誰
の
子
だ
ね
」、「
一
等
侍
衛
ギ
ン
グ
ジ
の
子
供
で
す
」、「
何
歳
に
な
っ
た
」、「
十
九
歳
で
す
」、「
干
支
は
何
だ
ね
」、「
辰
年
で
す
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
根
掘
り
葉
掘
り
聞
い
て
い
き
ま
す
。
次
に
若
者
の
弓
術
と
満
洲
語
の
能
力
を
試
し
ま
す
。「
君
は
歩
射
と
騎
射
は
で
き
る
か
ね
」、「
歩
射
は
で
き
ま
す
が
、
騎
射
は
で
き
ま
せ
ん
」、「
ど
う
し
て
騎
射
を
習
わ
な
い
」、「
馬
が
な
い
の
で
習
え
ま
せ
ん
で
し
た
」、「
ち
ょ
っ
と
弓
を
引
い
て
み
な
さ
い
」、「
こ
の
弓
は
固
く
て
引
け
ま
せ
ん
」、「
で
は
弓
を
置
け
、
文
書
を
読
ん
で
み
な
さ
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は
い
」、「
君
は
何
年
勉
強
し
た
」、「
三
年
勉
強
し
ま
し
た
」、「
本
を
読
ん
だ
こ
と
は
あ
る
か
」、「
あ
り
ま
す
」、「
ど
ん
な
本
で
も
読
め
る
か
ね
」、「
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
続
い
て
師
匠
の
話
題
に
移
り
ま
す
。「
君
は
ど
ん
な
師
匠
に
つ
い
て
勉
強
し
た
ん
だ
ね
」、「
趙
先
生
の
も
と
で
勉
強
し
ま
し
た
」、「
そ
の
趙
先
生
と
い
う
の
は
ど
こ
に
い
る
」、「
私
の
家
の
向
か
い
に
あ
る
あ
の
大
き
い
家
が
彼
の
家
で
す
」、「
趙
先
生
の
号
は
何
だ
ね
」、「
チ
ョ
リ
ア
マ
で
す
」
と
な
っ
て
、
そ
の
師
匠
に
関
す
る
問
答
が
ひ
と
し
き
り
続
き
ま
す
。
最
後
に
科
挙
の
話
に
な
り
、「
君
は
去
年
も
応
試
し
た
か
ね
」、「
応
試
し
ま
し
た
が
、
読
み
書
き
が
だ
め
だ
っ
た
の
で
取
り
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
種
明
か
し
に
な
り
ま
す
。「
私
が
こ
れ
ま
で
聞
い
た
の
は
全
て
君
の
能
力
を
試
す
た
め
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
、「
君
は
な
か
な
か
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
大
臣
に
君
の
名
前
を
届
け
て
や
ろ
う
、
二
、三
日
の
う
ち
に
使
者
が
行
く
か
ら
、
練
習
を
怠
ら
ず
待
機
し
て
い
な
さ
い
」
と
若
者
に
告
げ
た
と
こ
ろ
で
一
話
が
終
わ
り
ま
す
。
（
二
）『
清
文
指
要
』
第
一
条
	
	　
Ａ
聽
見
説
你
如
今
學
滿
洲
書
呢
、
狠
好
。
清
話
呀
、
是
咱
們
頭
等
頭
要
緊
的
事
。
就
像
漢
人
們
各
處
的
郷
談
一
様
、
不
會
使
得
嗎
？　
Ｂ
可
不
是
什
麼
？
我
學
漢
書
十
年
多
了
、
至
今
並
無
頭
緒
。
再
要
是
不
念
滿
洲
書
、
不
學
繙
譯
、
两
下
裡
都
至
於
躭
擱
了
。
因
此
上
、
我
一
則
來
瞧
阿
哥
、
再
還
有
懇
求
老
長
兄
的
去
處
。
但
只
難
於
開
口
。
Ａ
這
有
什
麼
？
有
話
就
説
、要
是
我
能
的
事
、你
跟
前
我
還
辭
嗎
？　
Ｂ
我
求
的
是
、
阿
哥
疼
愛
我
、
就
是
乏
些
兒
也
罷
、
得
空
兒
求
編
幾
條
清
話
、
教
我
念
念
。
兄
弟
若
能
出
息
、
都
是
阿
哥
恩
惠
啊
。
斷
不
肯
忘
恩
、
必
然
重
報
。
Ａ
什
麼
這
們
説
呢
？
你
還
是
別
人
嗎
？
只
説
你
不
學
罷
咧
、
既
然
要
學
、
我
巴
不
得
的
叫
你
成
人
啊
。
報
答
是
什
麼
話
？
喒
們
裡
頭
也
説
得
嗎
？　
Ｂ
雖
是
那
們
説
、
我
可
感
念
不
盡
。
就
只
是
拜
謝
罷
咧
、
説
什
麼
呢
？	
『
清
文
指
要
』
の
第
一
条
も
や
は
り
満
洲
旗
人
の
年
長
者
と
若
者
の
会
話
で
す
。「
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
最
近
満
洲
語
を
学
ん
で
い
る
そ
う
だ
な
、大
変
結
構
な
こ
と
だ
」と
声
を
か
け
ら
れ
た
若
者
が
、「
私
は
中
国
語
の
本
を
十
年
余
り
学
び
ま
し
た
が
全
く
芽
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
、
こ
こ
で
も
し
も
満
洲
語
を
勉
強
せ
ず
、
翻
訳
も
学
ば
な
か
っ
た
ら
、両
方
と
も
遅
れ
を
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
若
者
が
遠
慮
が
ち
に
お
願
い
し
に
来
た
の
は
、
満
洲
語
の
教
材
を
作
っ
て
読
ま
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
年
長
者
の
方
は
、
同
じ
旗
人
な
の
だ
か
ら
水
臭
い
こ
と
を
言
う
な
、
私
が
何
と
か
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
応
じ
て
い
ま
す
。
以
上
の
二
つ
の
会
話
は
も
ち
ろ
ん
満
洲
語
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
多
少
美
化
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
満
洲
旗
人
が
置
か
れ
て
い
た
満
洲
語
学
習
の
状
況
と
、
彼
ら
の
言
語
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
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三
・
二　
満
洲
旗
人
の
生
活
風
景
　
　
三
・
二
・
一　
北
京
内
城
の
生
活
満
洲
語
会
話
書
の
類
に
は
、
当
時
の
北
京
の
内
城
に
お
け
る
生
活
風
景
を
反
映
し
て
い
る
内
容
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
旗
人
の
社
会
生
活
史
を
め
ぐ
る
史
料
と
し
て
は
、
蒙
古
旗
人
・
松
筠
の
『
百
二
老
人
語
録
』（
一
七
九
一
）
や
『
閑
窓
録
夢
』（
一
八
二
八
～
一
八
三
五
）
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
会
話
書
も
、
そ
れ
ら
に
引
け
を
取
ら
な
い
リ
ア
ル
さ
に
満
ち
て
い
る
の
で
、
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
ま
す
。
（
一
）
厚
か
ま
し
い
男
―
『
清
文
指
要
』
第
九
十
条
―
	
	　
他
來
的
時
候
我
還
睡
覺
來
着
、
驚
醒
了
聴
見
、
上
屋
裡
有
人
高
聲
説
話
呢
呀
。
誰
來
了
、
怎
麼
這
様
的
嗓
子
大
、
大
畧
是
那
個
討
人
嫌
的
来
了
罷
。
去
看
時
、
可
不
是
什
麼
？
直
梃
梃
的
坐
着
、
正
有
資
有
味
的
講
論
呢
。
自
從
以
来
總
没
住
嘴
、
怎
長
怎
短
的
説
着
、
吃
了
两
頓
飯
、
至
到
黄
昏
纔
去
了
。
漢
子
人
家
没
事
的
時
候
、
在
人
家
裡
坐
到
日
落
也
受
得
嗎
？
把
那
裡
忘
了
的
事
情
説
的
、
叫
人
腦
子
全
疼
。
寡
要
是
這
様
的
還
罷
了
、
不
論
什
麼
東
西
不
可
給
他
看
見
。
一
説
搭
上
了
眼
、
問
也
不
問
、
撓
着
了
早
早
的
就
拿
了
去
。
實
在
一
背
子
寡
知
道
要
人
家
的
東
西
、
給
人
家
的
遭
数
兒
説
是
没
有
的
。
像
這
様
人
的
五
臓
怎
麼
長
着
、
我
實
在
不
知
道
啊
。
都
是
你
便
易
、
你
得
嗎
？
天
有
眼
睛
啊
、
未
必
容
他
呢
。
タ
イ
ト
ル
は
浦
廉
一
・
伊
東
隆
夫
両
先
生
に
よ
る
『
一
百
條
』
訳
注
か
ら
取
り
ま
し
た
。
こ
の
一
条
は
独
白
体
で
す
。
ざ
っ
と
あ
ら
す
じ
を
追
っ
て
い
く
と
、
寝
て
い
て
目
が
覚
め
た
ら
、
正
房
の
方
で
高
い
声
で
話
を
し
て
い
る
の
が
聞
こ
え
る
、
誰
が
来
た
ん
だ
、
こ
ん
な
に
大
き
な
声
を
出
し
や
が
っ
て
、
恐
ら
く
あ
の
嫌
な
奴
が
来
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
見
に
行
っ
た
ら
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
、
そ
れ
か
ら
奴
は
ず
っ
と
口
を
閉
じ
る
こ
と
な
く
あ
れ
こ
れ
お
喋
り
を
続
け
て
、二
度
の
ご
飯
を
食
べ
て
、黄
昏
時
に
な
っ
て
や
っ
と
帰
っ
て
い
っ
た
、
と
怒
っ
て
い
て
、
後
は
延
々
と
愚
痴
が
続
い
て
い
き
ま
す
。
実
は
こ
の
一
条
に
限
ら
ず
、
満
洲
語
会
話
書
の
中
に
は
「
一
日
中
お
喋
り
を
し
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
非
常
に
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
誰
そ
れ
の
家
を
訪
ね
て
、
お
喋
り
を
し
て
、
ご
飯
を
食
べ
て
、
お
酒
を
飲
ん
で
と
い
っ
た
内
容
で
す
。と
い
う
こ
と
は
、端
的
に
言
っ
て
当
時
の
旗
人
た
ち
は
毎
日
も
の
す
ご
く
暇
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
（
二
）
変
装
し
た
泥
棒
―
『
清
文
指
要
』
第
六
十
七
条
―
	
	　
這
幾
日
因
為
悶
熱
的
上
、
把
窓
戸
支
着
在
外
間
夜
裡
睡
覺
来
着
。
到
了
五
更
的
時
候
、
轉
過
去
面
望
裡
正
睡
着
、
耳
朶
裡
聴
見
响
了
一
聲
。
帶
困
睜
開
眼
一
看
、
頭
前
裡
一
個
怪
物
站
着
呢
。
臉
像
紙
一
様
的
白
、
眼
睛
裡
流
血
、
渾
身
雪
白
的
、
蓬
着
頭
髮
、
在
地
下
跳
呢
。
我
一
見
了
大
吃
了
一
驚
、
哎
呀
、
這
個
大
畧
就
是
鬼
罷
。
看
他
怎
麼
様
的
、
密
縫
着
眼
看
時
、
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不
想
他
跳
了
一
會
、
把
箱
子
開
了
拿
了
好
些
衣
裳
、
脥
在
胳
胑
窩
裡
、
從
窓
戸
裡
出
去
了
。
因
那
個
上
、
我
猛
然
明
白
了
、
心
裡
想
着
、
要
是
鬼
也
有
拿
衣
裳
的
理
嗎
？
站
起
来
、
拔
出
腰
刀
、
給
他
個
凑
手
不
及
、
揚
着
赶
到
跟
前
一
砍
、
哎
的
一
聲
、
就
撲
通
的
跌
在
地
下
来
了
。叫
了
家
裡
的
人
們
、點
上
燈
看
時
、
狠
可
笑
。
却
原
来
是
一
個
窃
賊
装
作
鬼
来
、
嚇
人
来
了
的
呀
。
こ
れ
も
独
白
体
で
す
が
面
白
い
話
で
す
。
あ
ら
す
じ
を
見
て
い
く
と
、
最
近
暑
い
の
で
窓
を
開
け
た
ま
ま
寝
て
い
て
、
夜
中
に
な
っ
て
寝
返
り
を
打
っ
た
ら
、
音
が
聞
こ
え
た
の
で
見
て
み
る
と
、
何
と
前
に
化
け
物
が
い
る
、
顔
は
紙
の
よ
う
に
白
く
、
目
か
ら
は
血
を
流
し
、
全
身
が
真
っ
白
、
髪
の
毛
も
ぼ
さ
ぼ
さ
で
、
地
面
を
飛
び
跳
ね
て
い
る
。
こ
れ
は
幽
霊
に
違
い
な
い
、
と
目
を
細
め
て
見
て
い
る
と
、
何
と
そ
い
つ
は
中
に
飛
び
込
ん
で
き
て
、
箱
を
開
け
て
衣
服
を
取
り
、
腋
に
抱
え
て
窓
か
ら
逃
げ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
も
し
幽
霊
だ
っ
た
ら
な
ぜ
服
を
持
ち
逃
げ
す
る
ん
だ
と
思
っ
て
、
立
ち
上
が
っ
て
刀
を
振
り
回
し
た
ら
、
当
た
っ
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
家
の
人
を
呼
ん
で
見
て
み
た
ら
、
何
と
泥
棒
が
幽
霊
の
格
好
を
し
て
い
た
、
と
い
う
話
で
す
。
こ
れ
を
教
科
書
の
一
編
と
す
る
こ
と
の
意
味
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
先
に
見
た
よ
う
な
真
面
目
く
さ
っ
た
教
訓
話
や
満
洲
語
学
習
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
混
じ
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
リ
ア
ル
で
風
変
わ
り
な
話
が
所
々
に
入
っ
て
い
る
の
が
満
洲
語
会
話
書
の
面
白
さ
で
す
。
　
　
三
・
二
・
二　
優
雅
か
ら
堕
落
へ
最
後
に
、
こ
う
い
っ
た
満
洲
語
会
話
書
の
類
に
反
映
し
た
旗
人
の
生
活
面
で
の
変
化
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
『
滿
漢
字
清
文
啓
蒙
・
兼
漢
滿
洲
套
話
』と『
清
文
指
要
』（
実
質
的
に
は『
一
百
條
』
の
内
容
に
な
り
ま
す
が
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
兼
漢
滿
洲
套
話
」
の
方
で
は
ま
だ
彼
ら
の
生
活
が
優
雅
で
エ
リ
ー
ト
的
な
の
に
対
し
、『
清
文
指
要
』
に
な
る
と
徐
々
に
そ
の
堕
落
し
た
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
（
一
）
中
庭
で
の
清
談
―
『
滿
漢
字
清
文
啓
蒙
・
兼
漢
滿
洲
套
話
』
第
四
十
三
条
―
	
	　
Ａ
阿
哥
好
麼
？　
Ｂ
好
。
Ａ
阿
哥
、
你
的
身
体
也
好
麼
？　
Ｂ
好
。
Ａ
這
一
向
你
在
那
裡
来
着
、
竟
没
見
你
。　
Ｂ
我
原
正
要
来
瞧
阿
哥
来
着
、
忽
然
被
一
件
小
事
児
拉
扯
住
了
、
故
此
没
得
来
。
前
日
将
〻
児
的
事
情
纔
完
了
、
昨
日
得
了
工
夫
、
将
説
要
来
、
又
下
起
雨
来
了
。
阿
哥
、
你
是
知
道
的
、
我
雨
衣
毡
褂
子
都
没
有
、
馬
也
没
有
、
路
児
又
濘
。
因
其
那
們
着
、
我
又
没
得
来
。
因
為
今
日
天
晴
了
、
我
歩
行
特
来
瞧
阿
哥
来
了
。
Ａ
噯
喲
這
様
遠
、
為
我
勞
動
阿
哥
的
駕
、
我
如
何
當
得
起
？
真
〻
的
我
感
之
不
盡
。　
Ｂ
豈
敢
。
Ａ
阿
哥
、
我
在
家
裡
獨
坐
、正
狠
悶
的
慌
来
着
。
尊
駕
来
的
、正
合
了
我
的
主
意
、
然
而
想
念
阿
哥
的
心
也
得
快
活
了
。
咱
們
弟
兄
今
日
既
是
會
見
面
了
、
没
有
空
〻
教
你
去
的
規
矩
。
收
什
一
盃
薄
酒
、
咱
們
二
人
對
飲
、
坐
着
敘
談
一
敘
談
。
Ｂ
阿
哥
、
你
既
然
這
様
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我
、我
也
没
推
辞
的
去
處
了
、必
定
凑
合
阿
哥
的
意
思
。
只
是
無
故
騒
擾
、
不
合
理
。
Ａ
豈
敢
。
磕
詩
兎
、
在
那
裡
呢
？
説
教
收
什
酒
菜
送
来
。
Ｃ
哦
。
Ａ
磕
詩
兎
、
這
个
地
你
怎
麼
不
掃
、
桌
子
也
不
禫
？
你
白
〻
的
在
家
裡
作
什
麼
来
着
啊
？　
Ｃ
我
早
已
掃
了
来
着
。
風
儘
着
刮
竟
不
住
、
再
房
門
上
又
没
掛
着
簾
子
、
為
什
麼
不
這
様
臓
呢
？　
Ａ
這
个
不
知
道
理
砍
頭
的
奴
才
也
有
呢
？
還
要
強
嘴
麼
？
快
着
瞧
酒
去
罷
。
Ｃ
哦
。
Ａ
阿
哥
咱
們
稱
着
這
个
工
夫
、
先
把
桌
子
挪
在
院
子
裡
去
坐
着
罷
、
這
屋
裡
狠
熱
呀
。
Ｂ
狠
是
。
咱
們
若
徃
外
挪
、
那
槐
樹
底
下
好
。
那
裡
乗
隂
凉
児
坐
着
舒
服
。
Ａ
那
裡
不
好
、
樹
上
的
虫
子
多
不
住
的
吊
。
不
如
後
院
子
房
簷
底
下
好
。
Ｂ
若
是
那
們
着
、
就
是
後
院
裡
罷
。
搃
而
言
之
、
院
裡
比
屋
裡
凉
快
。
Ａ
自
然
的
。
况
且
屋
子
窄
、人
又
多
、坐
久
了
頭
眩
心
乱
、
我
生
来
的
也
受
不
得
熱
。
阿
哥
、
今
當
春
末
的
時
候
、
萬
物
都
發
生
了
、
正
是
遊
山
看
水
的
好
時
節
、
我
這
个
小
書
房
院
子
、
雖
然
不
是
名
園
勝
境
、
也
不
亞
如
山
林
、
正
是
吾
輩
隠
居
之
處
啊
。
Ｂ
可
不
是
什
麼
？　
Ａ
噯
呀
、
儘
着
叙
談
閒
話
、
譲
酒
都
忘
記
了
。
大
小
子
、
斟
上
酒
。
阿
哥
、
你
呵
一
鍾
。
Ｂ
我
呵
過
了
、
這
个
酒
狠
釅
利
害
、
我
只
呵
了
一
鍾
就
醉
咧
。
Ａ
説
的
是
那
裡
話
？
纔
舉
鍾
子
、
還
未
沾
唇
、
就
説
醉
了
的
理
也
有
麼
？
你
特
撒
謊
的
利
害
。
Ｂ
我
不
是
撒
謊
、
我
原
本
不
會
飲
酒
、
因
為
阿
哥
這
様
的
疼
愛
我
、
纔
呵
一
鍾
罷
咧
。
若
在
別
處
、
斷
然
不
呵
。
阿
哥
、
倘
若
不
信
、
問
家
人
們
便
知
。
Ａ
你
的
話
我
都
不
信
。
會
呵
不
會
呵
、
我
也
不
管
。
你
只
飲
完
了
我
的
三
盃
酒
、
我
饒
了
你
。
酒
又
不
是
毒
藥
、
難
道
怕
藥
殺
了
麼
？　
Ｂ
遮
〻
、完
了
。這
有
何
妨
？
這
三
鍾
酒
、
就
便
醉
死
也
罷
、
我
呵
。
阿
哥
、
你
瞧
、
都
呵
乾
過
了
。
外
頭
也
晩
了
、
我
去
罷
。
Ａ
阿
哥
、
在
這
裡
睡
一
夜
、
明
日
再
去
罷
。
Ｂ
罷
呀
、
明
日
家
裡
有
事
、
不
去
使
不
得
。
若
不
是
這
様
、
就
在
你
家
過
一
夜
。
阿
哥
、
你
倘
或
得
了
工
夫
、
也
徃
我
們
家
裡
去
一
遭
児
是
呢
。
Ａ
必
定
去
。
Ｂ
遮
、生
受
了
啊
。
Ａ
豈
敢
。
吃
了
什
麼
了
呢
、
道
生
受
。
遮
、
阿
哥
空
去
了
。
こ
れ
も
長
い
一
条
で
す
が
、例
に
よ
っ
て
「
お
元
気
で
す
か
」、「
元
気
で
す
」、「
身
体
の
調
子
は
如
何
で
す
か
」、「
い
い
で
す
」、「
最
近
全
然
お
見
か
け
し
ま
せ
ん
ね
」、「
会
い
に
来
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
瑣
事
に
捕
ま
っ
て
や
っ
と
今
日
来
ら
れ
ま
し
た
」
と
い
っ
た
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
条
に
は
主
人
と
客
人
以
外
に
第
三
の
登
場
人
物
が
い
て
、
そ
れ
は
Ｃ
と
し
た
小
間
使
い
で
す
。
主
人
で
あ
る
Ａ
は
、
な
ぜ
部
屋
を
掃
除
し
な
い
、
テ
ー
ブ
ル
も
埃
を
払
っ
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
咎
め
ま
す
。
す
る
と
こ
の
小
間
使
い
は
、
も
う
と
っ
く
に
掃
除
し
ま
し
た
、
風
が
吹
い
て
い
て
、
簾
を
か
け
な
か
っ
た
の
で
汚
れ
た
ん
で
す
、
と
口
答
え
を
し
ま
す
。
そ
こ
で
主
人
は
更
に
怒
っ
て
彼
を
叱
り
つ
け
る
、
と
い
う
一
段
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
ま
る
で
実
際
の
場
面
を
切
り
取
っ
て
き
た
よ
う
な
リ
ア
ル
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
中
盤
か
ら
は
、
主
人
と
客
人
が
中
庭
に
出
て
、
大
し
た
家
で
も
な
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い
け
れ
ど
も
、
清
談
と
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
早
速
酒
が
出
て
き
ま
す
。
客
人
が
、
こ
の
酒
は
強
い
の
で
す
ぐ
に
酔
っ
払
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
言
う
と
、
主
人
は
、
酒
と
い
う
の
は
毒
薬
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
薬
で
殺
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
、
と
更
に
酒
を
勧
め
ま
す
。酒
を
め
ぐ
る
や
り
取
り
が
し
ば
ら
く
続
い
た
後
、
客
人
が
も
う
遅
く
な
っ
た
か
ら
帰
る
と
言
う
と
、
主
人
は
そ
れ
を
引
き
止
め
て
う
ち
に
泊
ま
っ
て
行
け
と
言
い
ま
す
が
、
最
後
は
明
日
用
事
が
あ
る
か
ら
と
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
先
ほ
ど
の
話
と
重
な
り
ま
す
が
、
人
を
訪
ね
て
い
っ
て
、
日
が
な
一
日
四
方
山
話
に
興
じ
て
、
お
酒
を
飲
ん
で
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
兼
漢
滿
洲
套
話
」
に
見
ら
れ
る
満
洲
旗
人
の
典
型
的
な
姿
と
言
え
ま
す
。
（
二
）
飲
酒
の
害
毒
―
『
清
文
指
要
』
第
九
十
九
話
―
	
	　
看
起
你
来
、
與
燒
黃
酒
上
狠
親
啊
。
一
時
離
不
得
、
每
逢
喝
酒
、
一
定
要
乱
醉
如
泥
、
站
不
住
脚
了
的
時
候
、
纔
撂
開
手
。
不
是
好
事
啊
、
料
戒
一
戒
児
好
啊
。
要
是
筵
席
上
、
可
怎
麼
説
不
喝
呢
？
有
事
故
的
時
候
可
怎
麼
様
呢
？
拿
着
喝
些
兒
有
什
麼
？
無
事
的
時
候
、
把
他
當
一
件
事
情
、
拿
着
鐘
子
不
肯
放
稱
賛
起
来
、
有
什
麼
好
處
？
只
看
見
得
罪
老
家
兒
、
犯
大
罪
、
躭
悞
要
緊
的
事
情
罷
咧
。
實
在
没
聴
見
會
喝
酒
算
學
了
那
様
本
事
、
長
了
才
學
、
叫
人
恭
敬
、
成
就
了
正
経
事
情
的
呀
。
乱
了
性
、
傷
了
身
子
、
是
不
好
藥
啊
、
長
喝
使
得
嗎
？
要
是
不
信
、
你
照
着
鏡
子
看
看
。
鼻
子
全
糟
了
、
不
是
撂
分
児
的
人
啊
。
不
分
晝
夜
的
、
如
此
往
糟
裡
喝
去
、
不
是
自
己
叫
自
己
快
着
嗎
？	
と
こ
ろ
が
、『
清
文
指
要
』
に
な
る
と
様
相
が
変
わ
っ
て
き
て
、
飲
酒
を
戒
め
る
と
い
う
雰
囲
気
が
濃
厚
に
出
て
き
ま
す
。
こ
の
一
条
は
酒
び
た
り
の
友
人
を
諭
し
て
い
る
と
い
っ
た
雰
囲
気
の
独
白
で
す
が
、
白
酒
も
老
酒
も
好
き
な
友
人
の
不
始
末
を
さ
ん
ざ
ん
な
じ
っ
て
か
ら
、
飲
酒
の
害
悪
に
つ
い
て
延
々
と
述
べ
た
て
ま
す
。
そ
し
て
、
酒
と
い
う
も
の
は
精
神
を
乱
し
身
体
を
傷
つ
け
る
悪
い
薬
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
「
兼
漢
滿
洲
套
話
」
で
は
、
酒
と
い
っ
て
も
毒
薬
で
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
も
う
毒
薬
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
最
後
に
は
、
も
し
も
信
じ
な
い
の
な
ら
鏡
で
自
分
の
顔
を
見
て
み
ろ
、
鼻
が
全
部
朽
ち
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
脅
し
ま
で
付
け
加
え
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
話
か
ら
見
る
限
り
、
十
八
世
紀
も
後
半
に
な
る
と
、
満
洲
旗
人
は
安
定
し
た
優
雅
な
生
活
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
無
聊
に
苦
し
ん
で
酒
に
溺
れ
て
い
く
様
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
反
映
さ
れ
て
く
る
よ
う
で
す
。
（
三
）
賭
博
の
戒
め
―
『
清
文
指
要
』
第
五
十
二
話
―
	
	　
Ａ
哎
呀
、
你
怎
麼
了
？
喒
們
没
見
面
、
能
有
幾
個
月
、
怎
麼
這
們
快
鬍
子
白
了
、
有
了
老
模
様
了
。
阿
哥
你
別
怪
我
的
嘴
直
、
風
聞
説
、
你
如
今
頑
起
錢
来
、
作
了
好
些
賬
。
要
是
真
、
可
不
是
頑
的
呀
、
料
収
着
些
纔
好
呢
。
Ｂ
這
全
是
人
編
造
的
没
影
児
的
話
。
你
要
不
信
、
可
細
細
的
打
聴
是
呢
。
Ａ
什
麼
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？
自
己
走
的
自
己
不
知
道
嗎
？
看
起
朋
友
們
全
議
論
你
的
来
、
你
料
有
些
児
罷
。
頑
錢
啊
、
那
是
了
手
？
要
説
是
貪
進
去
了
、
就
説
是
有
什
麼
能
存
得
住
呢
？
終
久
不
遭
罪
戻
、
即
将
産
業
蕩
盡
、
毫
無
所
存
之
時
纔
歇
手
呢
。
像
這
様
的
、
喒
們
的
耳
躱
裡
聴
見
、
眼
睛
裡
看
見
的
、
雖
然
不
多
、
只
少
也
有
一
百
還
多
。
喒
們
是
知
己
的
朋
友
啊
、要
是
明
知
道
不
勸
説
、
與
誰
什
麼
相
干
、
豈
説
得
是
相
好
嗎
？
要
是
没
有
的
事
好
罷
咧
、
我
打
聴
作
什
麼
呢
？
酒
と
と
も
に
賭
博
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
出
て
き
ま
す
。
こ
の
一
条
で
は
、
Ａ
が
数
ヶ
月
の
間
に
す
っ
か
り
面
変
わ
り
し
て
し
ま
っ
た
友
人
Ｂ
に
対
し
て
、
聞
く
と
こ
ろ
で
は
賭
博
を
や
っ
て
だ
い
ぶ
負
債
を
抱
え
て
い
る
ら
し
い
じ
ゃ
な
い
か
と
咎
め
、
Ｂ
が
そ
れ
は
全
く
根
も
葉
も
な
い
噂
話
だ
と
否
定
す
る
と
、
Ａ
は
賭
博
が
如
何
に
有
害
無
益
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
く
し
た
て
ま
す
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
賭
博
で
身
を
持
ち
崩
し
た
ケ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
百
を
下
ら
な
い
ぞ
、
と
脅
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
か
ら
も
、
当
時
の
旗
人
が
賭
博
に
か
な
り
溺
れ
て
い
っ
て
い
る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
東
京
大
学
の
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
所
蔵
の
劉
東
山
本
『
清
文
啓
蒙
』（
一
八
二
七
）
は
「
兼
漢
滿
洲
套
話
」
の
一
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
が
、
同
じ
帙
の
中
に
『
戒
賭
十
則
』
と
い
う
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、賭
博
を
戒
め
る
た
め
の
十
箇
条
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
か
ら
も
旗
人
社
会
に
お
け
る
賭
博
の
蔓
延
が
推
し
量
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
清
代
の
満
洲
語
会
話
書
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
残
さ
れ
て
お
り
、
私
が
把
握
し
て
い
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
な
数
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
会
話
書
群
を
時
系
列
的
に
眺
め
て
い
く
と
、
満
洲
旗
人
た
ち
の
言
語
と
生
活
が
、
時
代
と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
る
様
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
お
わ
り
に
最
後
に
本
日
の
ま
と
め
と
し
て
、
こ
う
い
っ
た
清
代
の
満
洲
語
学
習
書
の
価
値
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一
に
は
も
ち
ろ
ん
言
語
史
料
と
し
て
の
価
値
で
す
。
満
洲
語
史
の
資
料
と
し
て
、
中
国
語
史
の
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ら
は
非
常
に
大
き
な
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
専
門
領
域
か
ら
す
れ
ば
、『
紅
楼
夢
』
や
『
児
女
英
雄
伝
』
と
い
っ
た
文
学
作
品
と
は
異
な
る
、
生
の
北
京
語
に
近
い
も
の
が
、
こ
う
い
っ
た
学
習
書
の
類
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
第
二
に
は
言
語
生
活
史
料
と
し
て
の
価
値
で
す
。
実
際
の
言
語
の
使
用
状
況
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
人
々
の
言
語
使
用
に
対
す
る
意
識
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
し
た
も
の
が
こ
れ
ら
の
学
習
書
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
言
語
政
策
史
が
上
か
ら
の
目
線
で
捉
え
た
言
語
使
用
の
歴
史
だ
と
す
る
と
、
言
語
生
活
史
は
下
か
ら
の
目
線
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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第
三
に
は
社
会
史
料
と
し
て
の
価
値
で
す
。
歴
史
書
で
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
生
活
者
の
歴
史
の
断
片
が
、
こ
う
い
っ
た
教
材
に
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
文
字
を
読
み
書
き
す
る
人
た
ち
は
一
般
庶
民
と
は
違
い
ま
す
が
、
よ
り
庶
民
の
レ
ベ
ル
に
近
い
と
こ
ろ
で
起
き
た
こ
と
、
見
聞
き
さ
れ
た
も
の
が
、
こ
う
い
っ
た
学
習
書
か
ら
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
	
（
了
）
参
考
文
献
池
上
二
良
（
一
九
九
九
）『
満
洲
語
研
究
』、
汲
古
書
院
。
浦
廉
一
・
伊
東
隆
夫
（
一
九
五
七
）「T
anggū	M
eyen
（
清
話
百
條
）
の
研
究
」『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
二
号
。
太
田
辰
夫
（
一
九
五
四
）「
漢
児
言
語
に
つ
い
て
―
白
話
発
達
史
に
関
す
る
試
論
―
」『
神
戸
外
大
論
叢
』
第
五
巻
三
号
、『
中
国
語
史
通
考
』
所
収
、
白
帝
社
。
岡
田
英
弘
（
一
九
八
〇
）「
征
服
王
朝
と
被
征
服
文
化
―
八
旗
・
北
京
官
話
・
子
弟
書
―
」『
月
刊
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
第
四
六
号
、『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か
ら
大
清
帝
国
へ
』
所
収
、
藤
原
書
店
。
栗
林
均
・
斯
欽
巴
図
（
二
〇
一
五
）『「
初
学
指
南
」
の
研
究
―
十
八
世
紀
の
口
語
モ
ン
ゴ
ル
語
―
』（
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
五
五
）、
東
北
大
学
。
ス
チ
ン
バ
ト
（
二
〇
一
二
）『「
三
合
語
録
」
に
お
け
る
満
洲
文
字
表
記
モ
ン
ゴ
ル
語
の
研
究
』、
東
北
大
学
出
版
会
。
竹
越　
孝
（
二
〇
〇
七
）『
清
代
満
洲
語
文
法
書
三
種
』
（K
O
T
O
N
O
H
A
単
刊
一
）、
古
代
文
字
資
料
館
。
竹
越　
孝
（
二
〇
一
五
）『
新
刊
清
文
指
要
―
翻
字
と
翻
訳
―
』
（K
O
T
O
N
O
H
A
単
刊
一
〇
）、
古
代
文
字
資
料
館
。
竹
越　
孝
（
二
〇
一
六
）『
滿
漢
字
清
文
啓
蒙
〔
会
話
篇
・
文
法
篇
〕
―
校
本
と
索
引
―
』（
開
篇
単
刊
一
六
）、
好
文
出
版
。
竹
越　
孝
（
二
〇
一
七
）『「
一
百
條
」・「
清
文
指
要
」
対
照
本
（
一
）
本
文
篇
』（
神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
叢
書
六
〇
）、
神
戸
市
外
国
語
大
学
。
寺
村
政
男
（
二
〇
〇
八
）『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
言
語
接
触
の
研
究
』、
竹
林
舎
。
橋
本
萬
太
郎
（
一
九
七
八
）『
言
語
類
型
地
理
論
』、
弘
文
堂
。
宮
崎
市
定
（
一
九
四
六
）『
科
挙
』
秋
田
屋
、『
科
挙
史
』（
東
洋
文
庫
四
七
〇
）、
平
凡
社
。
F
uchs,	W
alter	von	(1936)	 B
eiträ
ge zu
r m
a
n
d
ju
risch
en
 
B
ib
liog
ra
p
h
ie u
n
d
 L
itera
tu
r.	T
okyo:	D
eutsche	
G
esellschaft	für	N
atur-und	V
ölkerkunde	O
stasiens.
